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1．はじめに















学部日本語学科 7 名，英米語学科 15 名，計 22 名の
学生である。













る。1 講時から 15 講時までの授業展開は以下の通
りである














本講座は，2017 年度後期 2 年次の教職履修科目「特別活動論」である。履修者は，外国語学部日本語学科 7 名，








　 4 　 ホームルーム・学級活動 1― 目的と自主
性・自発性の育成― 学級活動（中学校），
ホームルーム活動（高等学校）の重要性




















　10　 学校行事 1― 目的と学校行事の多様性―
学習指導要領における学校行事の 5 カテゴ
リーの理解と意義を確認する。
　11　 学校行事 2― 儀式的行事，旅行・集団宿泊
行事等における教師の職務―各行事におけ
る教員の職務について検討を加える。
　12　 学校行事 3― 新しい行事の創造と提案 1
（グループ内検討）第 2 章で報告
　13　 学校行事 4― 新しい行事の創造と提案 2
（グループ発表）第 2 章で報告



















































　⑵　第 13 講義・第 14 講義
　　各グループのプレゼンテーション


























































































　ⅲ 　完成後，発表の時間を設定して 12 カ国の文
化と作成した衣装を発表する。
　［大池コメント］設定時間の詳細な提案が必要で
ある。また，家庭科教員の負担軽減のための再提案
を検討させた。
4．課題
　まず第一に，学生の準備不足があげられる。内容
を理解するための取り組み，共通理解に至るまでの
話し合いが，いずれのグループにおいても不十分で
あったことは否めない。10 分のプレゼン予定が 20
分程度に伸びたチームもあり，プレゼンテーション
の方法について等の事前指導についても，さらなる
改善が必要である。また内容的にも未熟な部分がみ
られ，グループ内で十分な検討が加えられていると
は言えないものもあり，学科をまたいだ検討時間の
設定に難しいものがあることが分かった。今後は，
さらに学校の詳細な学校経営方針や時間設定なども
共通項目として条件を明示して，より教育課程に位
置付けられた学校行事を意識して指導にあたってい
くことが必要である。
